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素敵な写真 feature!

川
俣
美
よ
り
第
11
回

　おりもの展示館ができた昭和 63 年から令和

3 年まで勤めていたのですが、勤めていた頃に

町内の商店や機織屋さんに江戸時代頃のお雛様

がたくさんあるということが分かり「絹のまち

川俣」ならではの企画展として「ひな人形展」

を始めました。川俣町に立派なお雛様があるの

は、絹織物を売りに行った帰りに家族のために

お土産として購入し、川俣町まで持ち帰ってき

たからであり、川俣町から良質で高価な絹が売

られていたという証です。そのような経験もあ

菅
野 

三み

枝え

子こ
さ
ん
（
鶴
沢
）

絹
の
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ

雛
人
形
を
見
て
ほ
し
い

り、今回町内で開催される雛めぐりに協力して

いただけないかという相談をいただきました。

私自身このひな祭りという文化がもっと広まっ

てほしいと思っていたので快く引き受けまし

た。今回開催される雛めぐりは江戸後期のもの

から現代のものまであり時代によるお雛様の違

いを見てもらえると嬉しいです。また、普段入

ることのできない建物に入り、倉座敷や井戸な

ども見ながら巡っていただくとより川俣独特の

雰囲気を楽しんでいただけると思います。

皆さんもぜひ ＃ kawamatagram を付けて投稿してみてください

川俣町での暮らしや風景など川俣町の魅力の詰まった
投稿の中から皆さんの素敵な写真を紹介します。

＠ saitou.goshuinprince_official

モノづくりフォトコンへの参加あ
りがとうございました！

川俣町にも素敵な撮影スポットが
あるんですね！

恩師のふるさと川俣町、楽しんで
いただけたでしょうか！

＠ to.mo.mi.2.3 ＠ koumemo0528

※雛めぐりは 3 月 3 日から開催。詳細は広報かわまた２月号をご覧ください。
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Smile
Monthof

今 月 の ス マ イ ル
大好きな我が子の笑顔を、広報かわまたに掲載しませんか？

掲載を希望される方は、総務課へ電話（内線 1105）、またはメール
（soumu@town.kawamata.lg.jp）でお問い合せください。This

　いつもニコニコ笑顔のおうちゃん。感情豊かで毎日いろ
んな表情をみせてくれるね。最近は嬉しい時や楽しい時、
パチパチ手をたたいたり、振ったり、首を傾げてくたりと
身振り手振りでパパとママに教えてくれます。おうちゃん
の笑顔と成長は、パパとママに元気を与えてくれます。こ
れからもすくすく元気に育ってね…パパ、ママより♥

𠮷川 凰
おう

架
か

  ちゃん（小神・10 ゕ月）

　働く車と動物が大好きな叶多くん。最近、おうちの中で
はダンプカーの運転手になりきって遊ぶのにハマっていま
す。（笑）いつも元気にニコニコしていて、素敵な笑顔を
見せてくれる叶多くんに家族みんなが癒されています。こ
れからもみんなでたくさん笑って、遊んで楽しく過ごして
いこうね！ …パパ、ママより♥

大内 叶
かな

多
た

 くん（新中町・1 歳）

県広報コンクール2部門で特選受賞！
第67回福島県市町村広報コンクール

　第 67 回福島県市町村広報コンクールにおいて「広報かわまた」が広報紙（町村）の部と
組写真で特選、一枚写真の部で佳作となりました。これは、いつも取材にご協力いただい
ている町民のみなさん、そして、輝く町の子どもたちのおかげです。今後も広報活動への
ご協力をお願いいたします。
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そ
の
目
が
見
据
え
る
の
は

故
郷
山
木
屋
の
未
来
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10
月
2
日
、
川
俣
町
の
無
形
文
化
財

で
あ
る
山
木
屋
八
坂
神
社
三
匹
獅
子
舞

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
４
０
０
年
以
上

前
か
ら
続
い
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
の
獅

子
舞
は
、
地
域
の
五
穀
豊
穣
と
悪
霊
払

い
を
願
い
毎
年
10
月
の
第
1
日
曜
日
に

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
3
年
ぶ
り
に
奉

納
さ
れ
た
獅
子
舞
を
一
目
見
よ
う
と
境

内
に
は
山
木
屋
地
区
を
は
じ
め
町
外
か

ら
も
多
く
の
人
が
押
し
寄
せ
、
そ
の
大

胆
か
つ
優
美
な
舞
に
目
を
奪
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

愛
さ
れ
続
け
る
伝
統
の
舞

伝
え
受
け
継
が
れ
る

伝
え
受
け
継
が
れ
る1･7･8. 太郎獅子、次郎獅子、雌獅子の三匹

が舞う　2.4年前から獅子役を引き継いだ（写
真手前から）菅野陽

ひな た
向さん、佐藤凌

りょうま
真さん、

星恵
けいと
人さんと先導役の高橋康

やすのり
典さん   3. 多く

の人が見つめる中勇壮な舞を披露した　4. 舞
を盛り上げる演者たち　5. 水を付けることに
より篠笛から繊細な音色を奏でることができ
る 6･11. 筅

ささら
と獅子頭を激しく揺らしながらの

舞は圧巻 9.「復興祈願」と書かれた千本。地
元住民の祈りが書かれている 10. 境内では約
3時間の間舞が披露される
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【一枚写真・佳作】
広報かわまた 11 月号

【広報紙・特選】
広報かわまた 12 月号

【組み写真・特選】
広報かわまた 11 月号

山木屋八坂神社三匹獅子舞で次
郎獅子を務めた佐藤くんの凜と
した表情を掲載しました。

「移住」をテーマに町で活躍する皆
さんへのインタビューなど「かわま
た暮らし」について掲載しました。

山木屋八坂神社三匹獅子舞の大
胆かつ優美な舞を組み写真で表
現しました。

10
月
22
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
小
学
校
再
編

後
初
と
な
る
川
俣
小
学
校
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
午
前
中
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
ダ
ン

ス
や
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
の
日
の
鼓
笛
演
奏
で
は
新
し
い
川
俣
小
学
校
校

歌
が
鼓
笛
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
初
披
露
さ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
演
奏

に
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

躍
動
、
川
俣
っ
子
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高こ
う

原げ
ん

の
宇そ

宙ら

震
災
に
よ
り

歴
史
が
途
絶
え
た

幻
の
蕎
麦
で
あ
る

「
山
木
屋
在
来
そ
ば
」。

そ
の
歴
史
を
繋
い
だ
の
は

人
々
の
想
い
で
し
た
。

今
、
幻
の
蕎
麦
は
復
興
の
象シ
ン

徴ボ
ル

「
高
原
の
宇
宙
」
と
な
り

新
た
な
歴
史
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

遠藤 惠
めぐ

美
み

さん 大
おお

千
ち

里
り

義
よし

市
いち

さん 大内 孝
たか

雄
お

さん

あぶくま高原そば振興協議会 山木屋在来そば振興組合長

商標名応募者

　現在、多くの蕎麦は品種改良
されて少し甘みがあるものが多
い中、この「高原の宇宙」は “渋
み” がある上に “香り” が強い
ため一度食べたら忘れられない
ような印象を与える蕎麦になっ
ています。福島県にある数種類
の品種の中でもこの「高原の宇
宙」のような特徴を持つ蕎麦は
ありません。これは標高が高く
気温差が大きい山木屋地区だか
らこそできる蕎麦だと言ってい
いでしょう。今後川俣町に来て
食べてもらえるような蕎麦を目
指してほしいと思います。

　商標を登録して「いよいよス
タートラインに立てた」という
気持ちです。今後は安定した収
穫量、品質向上のための土壌作
りや学習会を行ったり、イベン
トへの出店など積極的に取り組
み認知度向上に取り組んでいき
ます。また、ピザや和菓子など
蕎麦以外にもそば粉を使ってい
ただく機会があり、組合として
も乾麺やパスタ、クッキーなど
の加工品も視野に入れながらた
くさんの人に食べてもらえるよ
うに取り組んでいきたいと思い
ます。

1. 日山を眺望できる大内さんの蕎麦畑　2. 初収穫した際の高原の宇宙　3. 約 3ha の蕎麦畑での収穫4. 高原の宇宙パッケージ　5. 宇宙を旅した 9g の種　6. 高原の宇宙お披露目会　7. 宇宙を旅した種は山木屋中学生によって蒔かれた 山
木
屋
地
区
は
標
高
が
高
く
作
物

を
育
て
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

昔
か
ら
米
の
代
わ
り
に
蕎
麦
を
栽
培
し

て
い
ま
し
た
。「
山
木
屋
在
来
そ
ば
」

と
呼
ば
れ
た
そ
の
蕎
麦
は
、
香
り
と
風

味
が
強
く
、
一
部
の
蕎
麦
好
き
に
は
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
生
産
量
も
少
な

く
別
名
「
幻
の
蕎
麦
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
平
成
23
年
の
原
子
力
災
害
に

よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
種
子
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
県
に
わ
ず
か
に
保
管
さ

れ
て
い
た
種
子
か
ら
平
成
30
年
に
仲
ノ

内
そ
ば
会
に
よ
り
作
付
け
が
再
開
。
令

和
3
年
に
は
一
般
財
団
法
人
ワ
ン
ア
ー

ス
に
よ
る
「
東
北
復
興
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
に
お
い
て
9
ｇ
の
種
が
宇
宙
を
旅

し
、
同
年
9
月
に
は
「
山
木
屋
在
来
そ

ば
振
興
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
今
年
の

8
月
に
「
高
原
の
宇
宙
」
と
し
て
商
標

登
録
と
な
り
ま
し
た
。▲「高原の宇宙」

ドキュメンタリー
映像はこちらから
ご覧ください。
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　学校の用務員として生徒たち
と携わってきましたが種まきか
ら観察、そば粉を使った料理レ
シピの開発など生徒たちの一生
懸命な姿を見てきました。山木
屋地区の人たちも同じです。夏
の暑い間も水やりや草刈りなど
皆さんが頑張っているのを近く
で見てきたからこそ、皆さんの
熱い想いも誰よりもずっと感じ
てきました。たった 9ｇの種か
ら始まった「高原の宇宙」が、
これからの山木屋にどんな未来
を咲かせてくれるのかとても楽
しみにしています。
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紺野機業場代
表

紺野 峰
みね
夫
お
さん（日和田

）

　
ツ
ア
ー
の
1
つ
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」

の
受
け
入
れ
先
に
な
っ
て
い
る
紺
野
機

業
場
代
表
で
あ
る
紺
野
峰
夫
さ
ん
。
紺

野
さ
ん
は
7
年
前
に
こ
の
会
社
を
継
い

で
か
ら
、
町
外
か
ら
の
観
光
客
や
同
業

　「
１
０
０
年
以
上
も
工
場
が
続
い
て
き

た
の
は
伝
統
や
技
術
が
人
か
ら
人
へ
伝

え
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ

れ
は
企
業
だ
け
で
は
な
く
町
に
お
い
て

も
同
様
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
何
を
残
せ
る
の

か
、
何
を
残
し
た
い
の
か
。
町
の
未
来

を
担
う
の
は
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
で
す
が
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
何
を

残
し
た
い
の
か
、
伝
え
る
の
か
を
決
め

る
の
は
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」
そ
う
話
す
紺
野
さ

ん
の
目
は
未
来
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。

絹
と
町
の
歴
史
を
伝
え
る

未
来
に
何
が
残
せ
る
か

者
も
受
け
入
れ
た
工
場
見
学
を
企
画
す

る
な
ど
ツ
ア
ー
が
始
ま
る
前
か
ら
絹
と

町
の
歴
史
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。「
移
住

体
験
ツ
ア
ー
で
は
、
町
の
歴
史
に
触
れ

な
が
ら
１
０
０
年
以
上
続
く
こ
の
工こ
う

場ば

で
今
も
機
織
業
が
続
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
見
て
も
ら
い
、
町
の
歴
史
を
少

し
で
も
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
た
と
き
に
絹
に
つ
い
て
一
番
知
っ

て
い
る
私
た
ち
は
、
絹
で
栄
え
た
町
の

歴
史
と
機
織
業
に
つ
い
て
伝
え
る
の
が

良
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

話
し
た
こ
と
が
誰
か
ひ
と
り
で
も
多
く

の
人
に
届
け
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
紺
野

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

川
俣
町
移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ

か
わ
ま
た
を

知
る

川
俣
町
の
暮
ら
し
を
知
っ
て
ほ
し
い

　
　
　。
町
民
や
町
内
企
業
・
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
そ
ん
な
思
い
か
ら
「
川
俣
町
移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
俣
暮
ら
し
の
体
験
や
町
内
の
事
業

者
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
活
動
す
る

地
域
の
キ
ー
マ
ン
・
先
輩
移
住
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
川
俣
町
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
川
俣
町

移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ
」。

　
令
和
3
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事

業
は
「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
暮
ら
し
体

験
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
川
俣
町
内
の
観

光
名
所
や
各
施
設
を
回
る
ほ
か
、
川
俣

町
で
実
際
に
働
い
て
地
域
活
性
に
関
わ

る
人
を
訪
れ
、
町
で
の
暮
ら
し
を
よ
り

体
験
で
き
、
ツ
ア
ー
参
加
者
は
全
国
各

地
か
ら
集
ま
り
ま
す
。

　
川
俣
町
移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ
は「
移

住
体
験
ツ
ア
ー
」「
就
農
体
験
ツ
ア
ー
」

「
か
わ
ま
た
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
の
3

ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
暮
ら
し

つ
に
分
け
て
開
催
し
て
お
り
、
移
住
に

対
す
る
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
な
ど

参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
移
住
後
の

生
活
に
近
い
体
験
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

知
る

株式会社 smi
lefarm で施設

見学

＆収穫体験

山木屋内バス
見学

吉村さん宅で
先輩移住者を

交え

た昼食会

参加者と町内
企業による座

談会

おじまふるさ
と交流館で

ウェルカム演
奏披露会

「ツアー工程表
（各ツアーか

ら抜粋）」

9：00～

10：05 ～

12：00～

13：00～

18：00～

川
俣
町
移
住
ツ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ

3

2

1

5 4

6

1就農体験ツ
アーでは花や

米の収穫体験
が行われる　

2

体験ツアーの
初日には山木

屋太鼓やフォ
ルクローレ演

奏

が披露される
　4移住体験

ツアーで行わ
れた紺野機業

場

見学　3・5・
6吉村さん宅

で行われた先
輩移住者との

交

流会では川俣
町産の材料で

作られたピザ
が振る舞われ

た

2022-12
かわまた

2022-12 かわまた
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そ
の
目
の
先
に
あ
る
も
の
は
…
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